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ま
 
え
 
が
 
き

第
一
輩
 
中
世
に
お
け
る
水
運
の
発
達
と
九
州
荘
園

 
 
一
、
水
運
発
達
の
条
件
と
歴
史

 
 
二
、
九
州
荘
園
と
水
運

第
二
章
 
遠
賀
川
流
域
荘
園
の
年
貢
輸
送

 
第
↑
節
 
遠
賀
川
流
域
の
地
域
的
特
質
に
つ
い
て

 
第
二
節
 
遠
賀
川
流
域
の
荘
園

 
 
一
、
観
世
音
寺
領
荘
園

 
 
 
 
1
、
碓
井
封
、
 
2
、
金
生
涯
(
以
下
次
号
)
 
3
、
山
鹿
荘

 
 
二
、
六
条
八
幡
宮
(
醍
醐
寺
)
領
荘
園

 
 
三
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
領

 
 
四
、
そ
の
他

第
三
章
 
遠
賀
川
流
域
荘
園
に
お
け
る
水
運
の
実
態
と
そ
の
時
代
的
推
移
に
つ
い
て

 
 
あ
 
と
 
が
 
き

 
 
付
録
、
荘
園
別
関
係
史
料

寺
社
の
荘
園
も
多
く
そ
こ
か
ら
の
年
貢
米
が
多
量
に
運
上
さ
れ
か
れ
ら
の
経
濱
力
を
支
え
た

が
、
こ
れ
は
遠
賀
川
を
利
用
す
る
河
川
交
通
の
発
達
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
こ
の

地
の
荘
園
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
学
界
に
紹
介
さ
れ
、
研
究
さ
れ
た
も
の
が
多
い
が
全
城
に
わ

た
る
も
の
は
砂
い
。
史
料
的
に
ま
と
ま
っ
た
荘
園
も
あ
り
、
深
く
追
求
さ
れ
た
研
究
も
あ
る

が
、
全
体
と
し
て
史
料
に
は
恵
ま
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
水
運
関
係
を
中
心
に
と
り
上
げ
る
が
、

全
く
水
運
史
料
の
見
ら
れ
な
い
荘
園
も
あ
り
、
単
-
な
る
傍
証
史
料
に
と
ど
ま
る
の
も
多
い
が
、

年
貢
輸
送
の
而
を
主
題
に
遠
賀
川
流
域
な
い
し
、
所
謂
遠
隔
地
荘
園
の
特
質
を
考
え
た
い
。

 
荘
園
制
の
研
究
は
近
年
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
地
域
的
に
深
く
掘
下
げ
た
実
証
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
荘
園
制
下
の
年
貢
輸
送
の
面
は
、
史
料
的
制
約
を
大
き
く
受
け

て
余
り
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
陸
上
交
通
の
未
発
達
な
中
世
前
期
は
ほ
と
ん
ど
水
運
に

依
存
し
て
い
た
の
に
、
お
そ
ら
く
史
料
の
点
か
ら
で
あ
る
が
著
し
く
不
明
な
部
分
が
多
い
。
海

運
の
研
究
は
瀬
戸
内
海
を
は
じ
め
と
し
て
比
較
的
多
い
が
、
河
川
水
運
は
な
お
少
い
。
従
っ
て

全
国
的
な
河
川
水
運
の
実
態
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
史
料
提
供
的
な
役
割
を

も
て
ば
幸
い
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
贈
章
 
中
世
に
お
け
る
水
運
の
発
達
と
九
州
荘
園

一
、
水
運
発
達
の
条
件
と
歴
史

ま
 
え
 
が
 
き

 
筑
豊
地
方
を
流
れ
る
遠
賀
川
の
流
域
は
古
く
か
ら
荘
園
が
成
立
を
み
た
。
支
流
が
多
く
、
ま

た
そ
れ
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
た
小
平
野
が
ひ
ら
け
古
代
か
ら
開
発
が
す
す
み
、
中
央
の
貴
族
、

多
数
の
島
喚
か
ら
成
る
わ
が
国
で
は
、
古
代
か
ら
交
通
、
運
輪
に
は
水
運
が
利
用
さ
れ
、
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
菅
宇
部
工
業
高
等
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門
学
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歴
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10宏良恵

た
発
達
し
て
き
た
。
陸
上
運
輪
と
水
運
を
比
べ
れ
ば
、
陸
運
が
先
ず
道
路
を
要
し
た
の
に
対

し
、
水
運
は
船
舶
さ
え
あ
れ
ば
、
陸
上
よ
り
も
自
由
に
往
来
で
き
、
か
つ
大
量
の
物
資
を
運
送

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
島
国
で
あ
り
、
ま
た
山
が
ち
で
あ
っ
た
わ
が
国
で
は
陸
上
交
通

は
近
世
に
至
る
ま
で
困
難
で
あ
り
、
発
達
も
遅
れ
、
運
輪
の
面
で
は
つ
ね
に
水
運
に
頼
っ
て
き

た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

 
日
本
の
沿
海
は
、
日
本
海
、
太
平
洋
側
と
も
に
荒
海
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
多
く
の
半
島
や

江
湾
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
日
本
の
地
形
は
、
自
然
の
良
港
を
う
み
、
水
運
に
は
好
都
合
で
あ

っ
た
。
な
か
で
も
瀬
戸
内
海
は
皇
国
・
四
国
・
九
州
に
よ
っ
て
外
海
か
ら
遮
断
さ
れ
、
波
浪

は
静
穏
で
、
ま
た
無
数
の
島
々
が
散
在
し
、
複
雑
な
海
岸
線
は
と
庵
に
絡
好
な
船
ど
ま
り
と
な

り
、
最
も
め
ぐ
ぎ
れ
た
条
件
下
に
あ
っ
た
。
ま
た
九
州
の
沿
岸
は
、
瀬
戸
内
海
に
続
き
比
較
的

静
穏
で
海
岸
線
も
複
雑
、
島
喚
も
多
く
、
一
層
水
運
に
は
良
好
な
環
境
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
北
部
九
州
沿
海
は
、
玄
界
灘
の
よ
う
に
波
浪
が
高
く
船
舶
の
航
行
に
は
少
な
か
ら
ず
困
難
を

伴
な
っ
て
い
た
が
、
外
国
船
の
往
来
も
あ
り
、
最
も
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
。 

一
方
河
川
は
、
大
陸
の
河
川
に
比
べ
、
急
流
が
多
く
交
通
に
は
多
く
の
制
約
が
あ
る
。
し
か

し
、
淀
川
を
始
め
と
し
て
、
木
曽
・
利
根
川
・
富
士
川
・
信
濃
川
な
ど
大
河
に
は
早
く
舟
運
が

見
ら
れ
た
。
河
川
に
つ
い
で
各
地
の
湖
沼
に
も
水
運
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
琵
琶
湖
を
見
て

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
京
都
や
奈
良
の
様
な
政
治
的
中
心
に
隣
接
し
、
ほ
と
ん
ど
内
海
と
同
様

な
役
割
と
条
件
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
地
理
的
条
件
下
で
日
本
に
お
い
て
は
、
早
く
水
運
の

発
達
が
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
そ
の
歴
史
的
な
流
れ
を
荘
園
制
に
移
行
す
る
以
前
の
律
令
制
下
の

水
運
か
ら
概
観
す
る
。

 
律
令
制
下
の
交
通
の
主
体
は
、
諸
国
か
ら
送
ら
れ
る
国
家
貢
納
物
に
あ
っ
た
。
律
令
制
度
の

あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
き
わ
め
て
画
一
的
で
あ
り
、
制
度
化
さ
れ
固
定
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
は
、
十
世
紀
に
下
る
「
延
喜
式
」
に
見
ら
れ
る
様
な
交
通
、
運
輸
の
規
定
に
よ
っ
て

し
か
律
令
制
下
の
状
態
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が
、
実
態
は
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

 
延
喜
式
(
主
税
上
)
に
よ
れ
ば
、
北
陸
道
で
は
若
狭
国
は
勝
野
津
か
ら
船
で
大
津
に
運
び
、

陸
路
京
へ
運
ぶ
。
越
前
国
は
比
楽
湊
、
能
登
国
は
加
嶋
津
、
越
轟
轟
は
日
理
津
、
越
後
国
は
蒲

原
津
、
佐
渡
国
は
国
津
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
海
路
で
敦
賀
津
ま
で
運
び
、
そ
れ
よ
り
陸
路
を
と
っ
て

近
江
国
騨
津
に
運
送
さ
れ
、
琵
琶
湖
を
へ
て
大
津
に
集
め
ら
れ
、
再
び
陸
路
京
へ
入
っ
た
。
山

陽
、
南
海
、
西
海
道
の
諸
国
は
、
与
富
津
ま
で
瀬
戸
内
海
の
水
路
を
と
り
、
そ
こ
か
ら
陸
路
で

京
に
運
ん
だ
。
但
し
、
西
海
道
諸
国
(
九
州
)
は
、
陸
路
で
一
U
大
宰
府
ま
で
運
び
、
博
多
津

か
ら
海
路
を
と
る
定
め
で
あ
っ
た
。
諸
国
に
は
上
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
ご
と
に
国
津
が
指

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
貢
納
物
が
運
上
さ
れ
た
。
と
く
に
瀬
戸
内
海
に
は
、
五
泊
の
制
が

定
め
ら
れ
、
播
磨
の
室
か
ら
摂
津
の
川
尻
の
間
に
、
指
事
、
魚
住
泊
、
大
輪
田
泊
の
三
港
が
各

々
一
日
の
行
程
と
し
て
碇
泊
地
と
さ
れ
た
。
大
輪
田
泊
は
た
び
た
び
築
港
が
行
わ
れ
、
港
湾
と

し
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
著
名
で
あ
る
。

 
律
令
制
で
は
二
百
五
十
石
か
ら
三
百
石
を
勝
載
の
基
準
と
し
て
、
砥
ぼ
挾
秒
一
人
、
水
手
三

人
で
五
十
石
を
運
漕
し
た
。
し
か
し
、
発
達
し
て
き
た
荘
園
制
の
経
亀
鑑
交
通
は
こ
の
様
な
律

令
制
の
原
則
的
、
画
一
的
な
統
制
下
に
お
い
て
は
異
質
で
あ
り
、
新
た
な
水
運
の
組
織
を
必
要

と
し
た
。
荘
園
の
発
展
は
律
令
制
を
衰
退
に
導
い
た
が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
荘
園
制
に
よ
る
水
運

が
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
、
九
州
荘
園
と
水
運

 
十
世
紀
以
降
、
荘
園
制
の
発
達
に
よ
っ
て
各
地
に
荘
園
が
成
立
し
た
。
政
治
、
文
化
の
中
心

地
で
あ
っ
た
畿
内
に
最
も
濃
密
に
分
布
す
る
が
、
古
来
対
外
貿
易
の
基
地
と
し
て
繁
栄
し
た
北

九
州
の
地
域
も
荘
園
の
多
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
九
州
荘
園
は
、
日
本
の
荘
園
の
申
で
は
と
く

に
畿
内
か
ら
遠
隔
地
に
あ
っ
た
た
め
に
、
か
語
り
特
殊
性
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。
一
般
的
に

九
州
の
荘
園
と
呼
ば
れ
る
時
と
、
特
殊
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
場
合
と
で
そ
の

性
器
を
異
に
す
る
。
こ
こ
で
は
特
別
な
意
味
を
も
つ
名
称
と
し
て
「
九
州
荘
園
」
「
を
使
用
し
た

い
。
荘
園
は
、
そ
の
構
造
と
年
貢
収
取
形
態
の
上
か
ら
、
領
主
の
近
辺
に
所
在
す
る
「
膝
下
荘

園
」
と
遠
隔
地
に
あ
る
「
遠
隔
地
荘
園
」
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
九
州
荘
園
は
辺
境
に
あ

り
、
全
体
と
し
て
後
者
に
属
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
九
州
に
存
在
す
る
寺
社
(
宇
佐
八
幡
，

宮
・
弥
勒
寺
・
観
世
音
寺
・
大
宰
府
安
楽
寺
な
ど
)
が
領
主
と
し
て
多
数
の
荘
園
を
領
有
し

て
、
全
国
的
に
見
て
き
わ
め
て
特
異
な
現
象
を
呈
す
る
。
従
っ
て
九
州
荘
園
で
も
遠
隔
地
荘
園

的
性
格
を
も
つ
も
の
は
、
申
央
権
門
寺
社
荘
園
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
辺
境
に
あ
る

と
い
う
点
か
ら
全
般
的
な
後
進
性
を
最
大
の
特
徴
と
し
、
領
主
か
ら
の
遠
隔
性
が
年
貢
収
取
の

上
で
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
か
つ
大
陸
と
の
交
渉
地
に
あ
っ
た
事
情
か
ら
も
日
本
荘
園
の
も
つ

特
殊
性
が
浮
彫
さ
れ
て
来
よ
う
。
水
運
の
問
題
で
取
上
げ
ら
れ
る
の
は
こ
う
し
た
遠
隔
地
荘
園

と
中
央
権
門
寺
社
と
の
関
係
で
最
も
明
確
に
現
わ
れ
て
来
る
。
荘
園
制
の
水
運
に
お
い
て
主
体

的
位
置
を
占
め
た
年
貢
輸
送
が
、
中
央
領
主
に
遠
隔
性
を
認
識
さ
せ
、
九
州
荘
園
か
ら
の
年
貢

Res.  Rep.  of Ube Tech.  Coll. ， l o. 20 March， 1975



運
…水と

園
、

荘
.
 

11

収
取
が
荘
園
領
主
経
濱
の
中
で
重
要
な
地
位
に
あ
れ
ば
あ
る
程
、
水
運
の
実
態
も
明
ら
か
と
な

る
。
地
方
寺
社
領
が
年
貢
輸
送
の
史
料
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
水
運
を
考

え
る
場
合
に
九
州
荘
園
を
上
述
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
使
用
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。

 
九
州
荘
園
に
対
す
る
中
央
荘
園
領
主
の
欲
求
は
十
一
世
紀
末
か
ら
激
化
し
て
く
る
が
、
大
陸

に
近
く
、
外
国
船
の
入
港
す
る
地
に
位
置
す
る
荘
園
の
獲
得
が
最
大
の
狙
い
で
あ
っ
た
。
元

来
、
対
外
貿
易
は
大
宰
府
の
所
管
で
、
そ
の
外
港
博
多
津
(
荒
津
)
は
公
貿
易
に
よ
っ
て
発
展

し
た
町
で
あ
っ
た
。
し
か
し
十
世
紀
以
降
、
と
く
に
天
慶
の
乱
以
後
、
統
制
も
緩
み
、
大
宰
府

官
人
の
中
に
は
権
力
で
以
て
中
国
商
人
の
荷
物
を
押
収
し
た
り
、
私
服
を
肥
や
す
も
の
も
わ

れ
、
次
第
に
私
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
。
大
陸
商
人
も
国
家
管
理
の
貿
易
を
嫌
い
、
荘
園
領
主
の

保
護
の
も
と
に
自
由
な
取
引
き
を
歓
迎
し
て
、
博
多
か
ら
周
辺
の
荘
園
へ
(
例
え
ば
安
楽
寺
領

博
多
荘
や
恰
士
荘
、
今
津
、
筥
崎
な
ど
)
移
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
中
央
領
主
の
進
出
は
、
九
州
の

領
主
層
を
支
配
下
に
お
く
方
向
へ
向
け
ら
れ
、
膝
下
荘
園
が
中
央
荘
園
領
主
の
も
と
へ
合
併
、

吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
観
世
音
寺
は
最
も
古
い
大
寺
で
あ
り
な
が
ら
東
大
寺
の
支
配
下
に
入

り
、
保
安
二
年
に
は
末
寺
と
な
っ
て
、
寺
領
荘
園
は
策
大
寺
ま
で
年
貢
米
を
運
送
し
て
い
る
。

筥
崎
宮
や
香
椎
宮
も
石
清
水
八
幡
宮
に
支
配
さ
れ
、
宗
像
社
も
皇
室
領
(
八
条
院
)
と
な
っ

た
。
比
叡
山
延
暦
寺
は
大
山
寺
や
安
楽
寺
を
末
寺
に
し
ょ
う
と
し
て
執
拗
な
攻
勢
が
展
開
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
十
一
世
紀
か
ら
始
め
ら
れ
た
地
元
の
荘
園
領
主
間
の
勢
力
争
い
に
敗

れ
、
よ
り
強
い
権
威
に
頼
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
大
き
な
理
由

は
、
中
央
領
主
の
目
的
が
対
外
交
通
、
貿
易
の
要
衝
で
あ
る
北
九
州
i
と
く
に
博
多
湾
二
一
に

基
地
を
設
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
博
多
を
中
心
と
す
る
地
域
に
二
十
余
荘
も

成
立
し
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
他
の
地
域
に
も
貿
易
を
営
ん
だ
荘
園
と
し
て
皇
室
領
神
崎
荘
(
肥
前
国
)
、
摂
関
家
領

島
津
荘
(
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
)
、
小
野
宮
家
(
藤
原
実
親
)
斜
高
田
牧
(
不
明
-
筑
前
国

か
)
な
ど
が
著
名
で
あ
る
。
九
州
荘
園
に
対
す
る
収
取
は
そ
の
土
地
に
対
す
る
年
貢
米
、
貢
納

物
の
外
に
、
こ
う
し
た
貿
易
に
よ
る
交
易
品
、
高
級
舶
来
品
の
貢
納
を
求
め
る
こ
と
が
極
め
て

大
で
あ
っ
た
こ
と
も
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

 
さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
荘
園
制
下
の
水
運
は
年
貢
輸
送
に
集
約
さ
れ
る
か
ら
、
九
州
荘
園

に
お
け
る
水
運
も
年
貢
の
送
進
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
く
る
。
各
荘
園
か
ら
畿
内
の
荘
園
領
主
に

送
ら
れ
る
年
貢
は
、
輸
送
の
距
離
と
方
法
に
規
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
鎌
倉
時
代
ま
で
は
東

国
の
場
合
西
国
と
比
べ
て
、
水
運
が
未
発
達
の
た
め
年
貢
も
軽
量
な
現
物
が
送
ら
れ
て
い
る
。

西
国
で
は
、
就
中
、
九
州
は
水
運
の
発
達
に
よ
っ
て
重
量
の
あ
る
米
が
大
量
に
畿
内
へ
搬
送
す

る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
九
州
か
ら
の
米
は
鎮
西
米
ど
称
し
て
、
京
都
の
人
々
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
、
秋
に
そ
の
到
着
が
待
た
れ
た
の
も
、
他
地
方
か
ら
の
運
送
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、
瀬
戸

内
海
を
利
用
す
る
水
運
が
如
何
に
発
達
し
た
か
を
想
像
さ
せ
る
一
例
で
あ
る
。

 
年
貢
運
漕
に
従
事
し
た
の
は
梶
野
と
よ
ば
れ
、
有
力
な
名
主
が
当
り
、
同
じ
く
荘
内
の
農
民

や
漁
民
か
ら
募
っ
た
水
手
な
ど
の
乗
組
員
と
と
も
に
、
や
が
て
専
業
化
し
た
。
筑
前
恰
土
荘
に

見
ら
れ
る
蕊
取
是
光
は
そ
の
代
表
例
と
い
え
る
例
年
貢
を
輸
送
す
る
上
で
の
大
き
な
璋
碍
は
遭

難
・
海
賊
・
内
乱
な
ど
で
あ
り
、
地
墨
的
対
象
と
み
な
さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
関
所
は
、
恒
常
的

な
年
貢
輸
送
の
妨
げ
と
な
っ
た
。
九
州
か
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
舟
が
通
過
す
る
関
門
海
峡
に
あ
っ

た
門
司
関
は
、
中
世
に
お
い
て
は
門
司
氏
の
財
源
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 
九
州
に
お
け
る
荘
園
と
港
湾
河
川
と
の
関
係
を
概
観
す
れ
ば
、
荘
園
分
布
図
を
一
見
す
る
と

明
ら
か
な
よ
う
に
、
水
運
の
便
の
あ
る
港
湾
周
辺
や
河
川
洗
湯
に
立
地
し
て
い
る
。
内
陸
に
あ

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
河
川
の
舟
運
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
陸
上
交
通
の
便
が
き
わ
め
て
良

い
地
に
あ
る
。
最
も
利
用
さ
れ
、
発
達
し
た
港
は
博
多
津
で
あ
っ
て
、
近
傍
地
方
寺
社
、
領
主

は
こ
こ
を
利
用
し
た
。
九
州
荘
園
の
港
津
と
し
て
は
、
同
じ
く
博
多
津
の
倉
敷
を
利
用
す
る
肥

前
国
神
崎
荘
が
あ
り
、
法
金
剛
院
領
の
筑
前
恰
土
荘
は
今
津
を
、
摂
関
家
領
島
津
荘
は
薩
摩
国

坊
津
を
使
用
し
た
。
九
州
の
河
川
も
舟
運
利
用
の
可
能
性
が
強
い
。
史
料
的
に
は
遠
賀
川
に
代

表
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
河
川
も
直
接
史
料
は
少
い
が
舟
運
が
利
用
さ
池
た
。
舟
運
利
用
に
伴

っ
て
荘
園
の
開
発
、
設
置
も
内
陸
部
へ
発
展
し
え
た
。
例
え
ば
、
四
条
家
領
三
士
荘
は
筑
後
川

を
熊
野
社
領
高
千
穂
荘
は
五
ケ
瀬
川
を
、
三
聖
寺
領
大
野
荘
は
豊
後
の
大
野
川
を
、
人
吉
荘
は

球
磨
川
を
利
用
し
て
い
る
。
本
論
考
で
は
史
料
的
に
平
安
末
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
近
代
ま
で
水

運
が
利
用
さ
れ
た
遠
賀
川
流
域
を
中
心
に
、
九
州
荘
園
と
水
運
の
実
態
を
追
求
し
中
世
経
濱
史

の
中
で
の
位
概
を
た
し
か
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

八
注
〉(4) (3) (2) (1)

森
克
己
『
日
宋
貿
易
の
研
究
』
、
西
岡
虎
之
助
『
荘
園
史
の
研
究
』
上
巻

新
城
常
三
『
鎌
倉
時
代
の
交
通
』

九
州
荘
園
史
料
叢
書
「
筑
前
国
紅
土
荘
史
料
」
所
収
、
大
泉
坊
文
書

竹
内
理
三
『
荘
園
分
布
図
』
 
(
q
.
 
荘
園
志
料
』
付
録
)
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第
二
章
 
遠
賀
川
流
域
荘
園
の
年
貢
輸
送

第
曲
節
遠
賀
川
流
域
の
地
域
的
特
質
に
つ
い
て

 
 
 
筑
豊
と
よ
ば
れ
る
北
九
州
の
平
野
部
を
南
か
ら
北
へ
流
れ
る
遠
賀
川
は
、
か
つ
て
石
炭
産
業

 
 
で
繁
栄
し
、
洗
炭
に
よ
っ
て
黒
茶
色
に
な
っ
て
流
れ
る
水
も
炭
坑
の
賑
わ
い
を
測
る
尺
度
で
あ

 
 
つ
た
。
し
か
し
元
来
は
川
砂
の
美
し
い
清
流
で
豊
か
な
水
量
を
誇
り
、
江
戸
時
代
は
石
炭
を
運

 
 
ぶ
川
艦
で
賑
わ
い
、
さ
ら
に
古
く
は
平
安
時
代
以
来
、
洗
域
各
地
の
荘
園
か
ら
運
ば
れ
る
年
貢

 
 
米
輸
送
に
利
用
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
、
最
も
早
く
稲
作
文
化
の
伝
播
し
た
地
域
も
こ
の
川
の
下

 
 
洗
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
古
式
の
弥
生
式
土
器
を
出
土
す
る
遺
跡
が
多
い
こ
と
で
も
明
ら
か
で

 
 
あ
る
。

 
 
 
遠
賀
川
の
地
理
的
景
観
を
「
福
岡
県
の
地
理
」
か
ら
借
用
し
て
述
べ
よ
う
。
 
「
北
は
響
灘
に

 
 
面
し
、
南
に
馬
見
・
英
彦
山
地
、
東
に
福
智
山
地
、
西
は
三
郡
山
地
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
筑
前

運
 
の
東
部
と
、
豊
前
の
西
部
か
ら
な
る
筑
豊
地
方
は
、
断
続
的
な
筑
紫
山
地
中
に
介
在
す
る
遠
賀

 
 
流
域
の
盆
地
で
あ
る
。
馬
見
山
地
を
源
と
す
る
嘉
麻
川
と
、
大
根
地
山
に
発
す
る
穂
波
川
は
、

水 
 
と
も
に
飯
塚
盆
地
を
潅
慨
し
、
飯
塚
市
新
飯
塚
橋
付
近
で
合
流
し
、
こ
汎
よ
り
下
流
は
遠
賀
川

 
 
と
呼
ば
れ
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
し
て
直
方
市
日
ノ
出
橋
に
達
す
る
。
ま
た
英
彦
山
が
水
源
の

と 
 
彦
山
川
と
戸
谷
山
地
か
ら
発
す
る
申
元
寺
川
は
、
そ
れ
ぞ
れ
田
川
盆
地
の
東
部
と
西
部
を
洗
れ

 
 
て
赤
池
町
で
合
口
、
こ
れ
よ
り
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
の
日
ノ
出
橋
で
本
流
に
合
す
る
。
直
方
よ

園 
 
り
下
洗
は
水
量
も
さ
ら
に
豊
か
に
な
り
、
植
木
で
は
、
若
宮
・
宮
田
盆
地
か
ら
下
る
犬
鳴
川
を

 
 
合
せ
、
遠
賀
平
野
を
貫
流
し
芦
屋
か
ら
響
灘
に
注
ぐ
、
嘉
麻
川
上
流
か
ら
川
口
ま
で
六
十
四
キ

荘 
 
ロ
メ
ー
ト
ル
、
下
流
部
か
ら
こ
の
川
筋
を
見
る
と
、
直
方
を
分
岐
点
と
す
る
大
き
な
Y
字
形
の

 
 
谷
と
な
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
各
支
流
の
合
流
地
で
も
多
く
Y
字
谷
を
作
っ
て
い
る
」
。
こ

 
 
の
他
に
補
っ
て
み
る
ど
、
遠
賀
川
は
長
さ
の
割
に
数
多
く
の
支
洗
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
一
つ

 
 
の
特
徴
で
あ
る
。
筑
豊
盆
地
は
山
地
が
多
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
遠
賀
川
や
そ
の
支
流
に
開
削

 
 
さ
れ
、
多
数
の
開
析
谷
を
成
し
、
山
地
は
浸
蝕
さ
れ
た
丘
陵
で
あ
る
た
め
に
、
き
わ
め
て
開
発

 
 
が
た
や
す
く
古
く
か
ら
開
け
た
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

 
 
 
ま
た
、
水
運
の
条
件
と
し
て
、
流
水
量
の
豊
富
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
遠
賀
川
の
場

 
 
合
、
各
支
流
を
集
め
て
き
わ
め
て
豊
か
な
水
量
を
誇
っ
た
こ
と
も
特
色
と
し
て
挙
げ
て
も
良
い

 
 
だ
ろ
う
。
近
世
、
近
代
の
舟
運
は
こ
う
し
た
条
件
で
行
わ
れ
、
か
つ
繁
栄
し
た
。
現
状
は
舟
運

 
、
に
適
し
た
条
件
は
失
っ
て
、
川
筋
の
古
老
の
語
る
昔
話
し
の
申
に
窺
う
の
み
で
あ
る
。

13

 
申
世
に
お
け
る
遠
賀
川
水
運
を
知
る
直
接
史
料
は
極
め
て
砂
い
。
し
か
し
陸
上
よ
り
も
水
上

に
お
い
て
発
達
し
た
交
通
史
の
一
般
的
な
傾
向
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
好
適
な
条
件
を
そ
な
え
た

遠
賀
川
に
水
運
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
は
、
古
代
末
期
の
状
態
か
ら
し
て
も
ほ
ぼ
誤
り
な
い
事

実
で
あ
ろ
う
。

 
遠
賀
川
の
舟
運
を
推
測
で
き
る
基
準
は
近
世
の
そ
れ
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
、
こ
の
川
の
水
運
が
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
た
と
は
考
え
難
い
か
ら
、
近
世
の
状

態
を
も
つ
て
、
中
世
の
そ
れ
へ
の
類
推
の
素
材
と
で
き
よ
う
。

 
近
世
、
遠
賀
川
の
舟
運
に
活
躍
し
た
艦
と
よ
ば
れ
る
川
船
運
漕
を
業
と
な
す
も
の
は
、
 
「
船

場
」
と
称
す
る
戦
艦
仲
間
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
船
場
の
所
在
を
見
る
と
、
本
流
の
山

鹿
、
芦
屋
、
木
屋
瀬
、
、
植
木
、
直
方
及
び
川
島
、
鮫
田
、
片
島
、
幸
袋
、
飯
塚
に
在
っ
て
、
川

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

艦
の
所
有
台
数
も
下
流
に
な
る
程
多
い
。
し
か
し
支
流
に
も
船
場
の
存
在
が
見
ら
れ
る
。
犬
鳴
3

川
、
彦
山
川
が
支
流
の
大
き
な
も
の
で
、
犬
鳴
の
最
も
上
流
に
あ
っ
た
船
場
は
若
宮
で
長
井
年

鶴
・
宮
田
・
龍
徳
・
新
入
・
大
隈
の
各
地
で
あ
る
。
ま
た
彦
山
川
に
は
田
川
郡
の
上
野
、
金
細

田
・
伊
田
・
添
田
・
篠
に
所
在
し
た
・
こ
れ
髭
べ
て
日
清
・
纏
川
で
は
飯
塚
周
辺
に
集
断

荒
し
、
長
崎
街
道
の
宿
駅
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
近
世
的
水
運
の
展
開
が
見
ら
れ
る
。
船
場
の
幌

分
布
か
ら
裡
引
し
て
か
な
り
の
上
巳
ま
で
舟
運
が
利
用
で
き
を
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
魏

 
次
に
、
遠
賀
川
舟
運
の
航
路
を
み
て
み
よ
う
。
遠
賀
川
流
域
の
荘
園
の
年
貢
輸
送
は
、
支
流
鞘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
究

よ
り
本
流
へ
と
遠
賀
川
を
下
り
、
芦
屋
へ
集
結
す
る
経
路
を
と
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
直
接
に

海
路
を
と
る
こ
と
に
は
危
険
が
伴
う
た
め
、
運
河
を
利
用
す
る
な
ど
で
き
る
限
り
外
海
よ
り
は

内
海
を
航
行
し
た
。
す
な
わ
ち
、
芦
屋
町
山
鹿
か
ら
洞
海
湾
に
抜
け
る
江
川
は
響
灘
の
荒
波
を

避
け
る
に
は
好
適
な
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
古
く
日
本
書
紀
(
仲
哀
天
皇
八
年
正
月
条
)

に
は
、
天
皇
の
筑
紫
行
幸
に
際
し
て
、
山
鹿
岬
か
ら
尚
浦
に
入
っ
た
が
、
一
方
、
神
功
皇
后
は

洞
ノ
海
か
ら
嵩
津
(
遠
賀
川
口
)
に
入
っ
た
と
言
う
。
こ
の
一
節
に
、
 
「
皇
后
別
船
三
寸
海
入

之
、
湖
澗
不
得
進
、
時
熊
鰐
更
還
之
、
自
民
奉
迎
皇
后
、
量
見
御
船
不
進
、
憧
罹
之
、
忽
作
魚

沼
、
鳥
顧
命
聚
魚
鳥
、
皇
后
着
是
魚
鳥
之
遊
而
葱
心
尽
解
、
及
潮
満
即
断
干
醐
津
」
と
あ
り
、

皇
后
が
洞
海
湾
よ
り
江
川
を
通
り
遠
賀
川
へ
出
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
「
御
船
不

進
」
と
あ
り
、
ま
た
「
潮
満
即
泊
干
尚
津
」
と
あ
れ
ば
、
江
川
も
満
潮
時
は
た
や
す
く
航
行
が

出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
江
川
の
航
行
に
関
し
て
は
、
降
っ
て
文
明
十
二
年
(
一
四
八
○
)
、

連
歌
師
宗
祇
の
紀
行
「
筑
紫
道
記
」
に
、
 
「
か
く
し
て
程
も
な
く
芦
屋
な
り
ぬ
。
真
砂
高
ふ
し

て
山
の
如
く
な
る
に
、
松
た
だ
群
立
ち
て
寒
々
あ
ま
た
見
え
渡
る
。
 
(
申
略
)
又
の
日
弘
詮
の

宇部工業高等専門学校研
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侍
か
へ
し
て
、
舟
に
て
山
中
の
堀
江
を
適
々
と
さ
し
上
る
に
、
潮
か
れ
頃
に
て
、
と
か
く
た
ゆ

た
い
。
日
も
暮
れ
行
け
ば
、
月
の
光
ば
か
り
を
し
る
べ
に
て
、
菊
の
長
浜
な
ど
は
さ
や
か
に
見

え
ず
。
」
 
(
傍
点
筆
者
、
群
書
類
従
本
に
よ
る
。
)
と
あ
っ
て
、
丁
零
は
芦
屋
か
ら
舟
で
山
中
・

の
堀
江
す
な
わ
ち
江
川
を
上
っ
て
洞
海
へ
抜
け
て
い
る
。
な
お
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
航
行
の

可
否
が
決
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
、
先
の
仲
哀
紀
の
記
事
と
合
致
す
る
。
遠
賀
川
が
石
炭
輸
送

の
川
艦
で
活
気
に
み
ち
て
い
た
時
、
河
口
と
洞
海
湾
口
の
若
松
を
結
ん
だ
の
も
こ
の
江
川
で
あ

っ
や
し
か
し
・
こ
の
時
は
遠
賀
川
。
よ
り
の
通
路
が
利
用
す
る
の
み
で
あ
っ
た
・
何
故
な
ら

ば
、
古
代
以
来
、
洞
海
に
出
る
水
路
と
し
て
の
重
要
性
を
帯
び
て
い
た
江
川
も
、
吉
田
堀
川
の

開
通
で
交
通
上
の
地
位
は
下
落
し
た
か
ら
で
あ
る
。
吉
田
堀
川
の
開
墾
は
、
黒
田
長
政
の
筑
前

入
国
後
、
慶
長
十
八
年
(
一
六
一
三
)
正
月
か
ら
始
め
ら
れ
百
年
間
の
中
断
も
あ
っ
た
が
、
宝

暦
十
三
年
(
一
七
六
三
)
ま
で
か
か
っ
て
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
遠
賀
川
上
・
中
流
の

運
漕
は
江
川
を
経
由
せ
ず
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
芦
屋
の
港
津
と
し
て
の

地
位
は
そ
の
後
も
高
か
っ
た
が
次
第
に
若
松
が
石
炭
積
出
し
の
港
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
の

も
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

 
芦
屋
の
港
は
、
遠
賀
川
を
中
心
と
し
て
成
立
し
た
数
多
の
荘
園
を
背
景
と
し
て
、
そ
の
外
港

的
地
位
を
し
め
、
舟
運
の
盛
行
に
よ
り
繁
栄
し
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
門
司
関
か
ら
博
多
間
の

中
継
基
地
で
あ
乃
海
港
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
原
田
種
直
が
平
家
側
に
立
ち
源
氏
と
一
戦

を
交
え
た
の
.
 
も
足
利
尊
氏
の
九
州
下
向
に
際
し
て
上
陸
し
た
の
も
こ
の
芦
屋
津
で
あ
っ
た
。
平

安
時
代
に
お
い
て
、
芦
屋
の
港
と
し
て
の
繁
栄
ぶ
り
が
窺
え
る
の
獄
、
「
本
朝
無
題
詩
」
の
詩

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
釈
蓮
禅
は
、
「
著
芦
屋
津
有
感
」
と
題
し
て
、
問
津
上
下
客
舟
集
と
詠
じ
、

こ
こ
に
出
入
す
る
船
の
多
き
を
語
り
、
さ
ら
に
、
芦
屋
津
は
岸
を
分
け
て
東
、
南
に
三
戸
が
多

く
、
二
三
を
形
成
し
た
と
い
う
。
東
は
山
鹿
荘
で
あ
り
、
遠
賀
川
の
西
岸
は
南
北
に
芦
屋
の
町

が
連
な
っ
て
、
荘
園
的
性
絡
を
有
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
古
来
著
名
な
芦
屋
釜
も
こ
う
し
た

経
濱
的
繁
栄
を
基
盤
と
し
て
興
つ
た
産
業
で
あ
る
。
品
質
の
点
、
意
匠
の
面
か
ら
も
き
わ
め
て

配
れ
た
製
品
で
天
下
の
名
品
と
も
て
は
や
さ
れ
た
。
鞍
手
郡
の
粥
田
荘
か
ら
も
京
上
の
土
産
と

し
て
度
々
運
ば
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

 
申
世
に
お
い
て
、
遠
賀
川
が
ど
の
様
な
名
称
で
呼
ば
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
平
安
末

期
の
史
料
に
は
、
国
津
川
島
あ
り
、
遠
賀
川
と
比
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
中
世
を
通
じ

て
は
っ
き
り
し
た
名
称
で
は
現
わ
れ
な
い
。
現
在
、
嘉
麻
川
と
穂
波
川
の
合
流
地
点
-
飯
塚
市

か
ら
、
芦
屋
ま
で
が
遠
賀
川
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
支
流
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
呼
称
で
よ
は
れ
る
.
 

こ
こ
で
は
か
っ
て
水
運
が
発
達
し
て
い
た
遠
賀
川
水
系
全
体
を
ふ
く
め
た
す
な
わ
ち
支
洗
も
ふ

く
め
た
呼
称
と
し
て
「
遠
賀
川
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
町
域
に
分
布
す
る
荘
園
を
地
図
上
に

示
し
て
、
遠
賀
川
流
域
荘
園
の
水
運
に
関
し
て
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

注

(4) (3) (2) (i)(9) (8) (7) (6) (5)

『
福
岡
県
の
地
理
』
ー
ボ
タ
山
の
遠
賀
川
流
域

野
口
喜
久
雄
「
江
戸
時
代
の
遠
賀
川
水
運
」
 
(
三
三
九
一
輯
)

『
遠
賀
郡
誌
』
上
巻
、
七
三
ペ
ー
ジ

『
鞍
手
郡
誌
』
一
九
工
ペ
ー
ジ
、
 
「
筑
前
国
統
風
土
記
」
 
(
『
福
岡
県
史
資
料
』

続
四
)「

吾
妻
鏡
」
文
治
元
年
二
月

「
梅
松
論
」

『
群
書
類
従
』
，
六
輯
、
七
二
九
ペ
ー
ジ

豊
田
武
『
中
世
日
本
商
業
史
』
、
 
『
北
・
九
州
』
所
収
拙
稿
「
芦
屋
釜
」

『
高
野
山
文
書
』
五
、
二
一
一
号
文
書
な
ど

第
二
節
、
遠
賀
川
流
域
の
荘
園

 
遠
賀
川
流
域
に
は
多
く
の
荘
園
が
成
立
を
み
た
。
 
(
分
布
図
参
照
)
そ
の
中
に
は
、
中
央
の

権
門
寺
社
を
領
主
と
仰
ぐ
も
の
も
少
く
な
い
。
史
料
を
残
す
も
の
も
多
い
が
、
年
貢
輸
送
に
関

す
る
史
料
に
恵
ま
れ
た
も
の
を
中
心
と
し
て
述
べ
た
い
。
或
い
は
残
存
史
料
が
荘
園
の
伝
領
関

係
に
終
る
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
法
華
堂
閑
適
木
荘
な
ど
は
そ
う
し
た
荘
園
の
代
表
例
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
領
主
別
に
そ
の
所
領
を
分
け
て
成
立
年
代
の
古
い
荘
園
か
ら
順
序
に
掲
げ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
鰯
、
観
世
音
寺
領
荘
園

 
 
観
世
音
寺
の
草
創
と
寺
領
の
成
立

 
観
世
音
寺
は
周
知
の
よ
う
に
、
天
智
天
皇
に
よ
っ
て
、
そ
の
母
蓋
明
天
皇
の
菩
提
を
と
む
ら

う
た
め
、
そ
し
て
白
村
江
の
敗
戦
で
の
死
者
の
冥
福
を
い
の
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
、

現
在
も
福
岡
県
太
宰
府
町
に
あ
り
、
草
創
以
来
の
法
燈
を
か
か
げ
て
い
る
古
刹
で
あ
る
。
観
世

音
寺
の
草
創
か
ら
東
大
寺
末
寺
に
な
る
ま
で
の
歴
史
は
す
で
に
竹
内
理
三
氏
に
よ
る
研
究
が
あ

り
、
先
学
の
論
考
も
多
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
簡
単
に
そ
の
間
の
経
過
を
述
べ
よ
う
。

 
観
世
音
寺
の
造
営
開
始
が
何
時
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
翌
日
本
紀
の
記
事
に
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見
え
る
よ
う
に
、
天
智
天
皇
の
発
願
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
造
営
着
工
に

関
し
て
は
史
料
的
所
見
は
な
い
が
、
一
連
の
陸
封
施
入
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
造
営
の
進
行
と
が

平
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
朱
鳥
元
年
(
六
六
六
)
、
封
二
百
戸
の
施
入
か

ら
始
ま
り
、
大
宝
二
年
(
七
〇
二
)
十
月
二
十
日
筑
前
国
上
座
郡
旧
地
四
十
九
町
、
同
三
年
十

月
二
十
日
に
は
、
筑
前
国
内
の
上
座
郡
三
一
野
、
志
麻
郡
下
夜
郷
縄
野
林
、
遠
賀
郡
山
鹿
東

山
、
筑
後
国
御
隠
郡
加
肉
月
な
ど
の
施
入
が
な
さ
れ
た
。
和
銅
二
年
(
七
回
忌
)
二
月
一
日
に

は
、
造
営
を
速
か
に
す
べ
く
詔
が
出
さ
れ
、
同
年
十
月
二
十
日
に
は
、
筑
後
国
内
の
三
郡
(
三

原
・
生
葉
・
竹
野
)
.
 
の
墾
田
十
六
町
が
施
入
さ
れ
た
。
寺
封
の
一
入
は
和
銅
四
年
(
七
一
一
)

十
三
二
十
五
日
に
も
行
わ
れ
、
筑
前
国
郡
珂
・
三
一
・
穂
波
三
郡
内
の
水
田
十
ご
町
余
で
あ

る
。
そ
の
後
、
養
老
七
年
(
七
二
三
)
.
 
僧
溝
誓
の
造
寺
別
当
補
任
が
見
え
る
が
、
こ
の
前
後
に

完
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
寺
領
の
施
入
は
そ
れ
以
降
も
続
け
ら
れ
る
が
、
造
営
の
た
め
の
施

入
は
こ
の
時
期
ま
で
で
あ
り
、
旧
観
の
整
備
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
観
世
音
寺
の
建
立
と
と
も
に
、
寺
領
も
成
立
し
た
。
観
世
音
寺
領
は
寺
田
、
封
戸
及
び
荘

園
に
分
類
さ
れ
る
。
，
寺
家
分
一
尺
地
ど
考
え
ら
れ
る
寺
田
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
謹
書
五
年

(
九
σ
五
)
段
階
で
、
熟
田
四
拾
町
三
段
を
有
し
た
。
筑
前
国
那
珂
、
嘉
麻
、
穂
波
、
上
座
、

御
笠
、
筑
後
国
三
原
、
生
葉
、
竹
野
、
肥
前
国
基
躍
、
三
根
、
神
崎
の
各
郡
に
散
在
し
て
お

り
、
更
に
大
宰
府
の
左
右
両
郭
吋
・
早
良
郡
の
水
田
が
漸
次
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
に
と
ど

め
、
観
世
音
寺
の
重
要
な
所
領
で
あ
っ
た
一
封
四
二
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

 
四
封
・
四
荘
と
は
、
碓
井
封
・
甦
生
封
・
大
石
封
・
山
北
封
と
杷
伎
荘
・
黒
嶋
荘
・
船
越
荘

・
山
鹿
荘
を
指
す
。
封
な
い
し
封
戸
は
「
新
抄
格
勅
符
抄
」
に
よ
れ
ば
、
朱
鳥
元
年
に
観
世
音

寺
に
封
二
百
戸
が
施
さ
れ
、
筑
前
国
に
百
戸
、
筑
後
国
に
百
戸
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
延
喜
五
年

観
世
音
寺
資
財
帳
の
、

 
 
封
戸
戴
百
姻

 
 
 
.
 
筑
前
国
.
 
壱
百
姻

 
 
 
 
 
嘉
麻
郡
五
十
姻
、
碓
井
郷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
生
)

 
 
 
 
 
鞍
手
郡
五
十
姻
金
成
郷

 
 
 
 
筑
後
国
壱
百
姻

  

@ 

@
生
葉
郡
糖
野
獣

に
当
る
。
朱
鳥
元
年
の
記
事
が
寺
領
塒
鳥
の
初
見
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
こ
に
四
封
の
原
形
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
幽
こ
れ
ら
の
封
戸
は
、
律
令
制
の
崩
壊
と
と
も
に
封
主
の
直
旧
地
と
な

り
、
ま
た
本
来
、
戸
か
ら
の
租
税
が
施
入
さ
れ
た
も
の
が
次
第
に
田
地
を
含
む
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
は
田
地
が
重
要
視
さ
れ
て
荘
園
化
し
た
。
観
世
音
寺
領
は
こ
う
し
た
封
戸
の
荘
園
化
の

典
型
的
な
例
で
あ
る
。

 
碓
井
封
は
長
和
三
年
置
一
〇
一
四
)
二
月
十
九
日
の
碓
井
封
公
験
案
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
封

田
百
五
十
一
町
四
段
二
八
十
二
歩
に
上
り
、
こ
れ
ら
封
田
は
公
田
と
相
博
し
て
円
田
北
し
た
も

の
で
、
封
内
に
大
宰
府
・
国
使
の
不
入
を
請
う
て
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
早
く

か
ら
荘
園
と
し
て
発
展
し
た
こ
之
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
三
生
封
は
長
承
元
年
(
＝
三
三
)

の
金
生
月
作
田
注
文
に
よ
り
、
回
数
が
百
三
十
町
余
に
達
し
、
そ
の
荘
園
化
が
明
確
で
あ
り
、

保
元
二
年
(
二
五
七
)
九
月
十
四
日
の
文
書
目
録
で
は
、
三
生
荘
と
荘
号
を
称
し
て
い
る
。

し
か
し
、
完
全
に
荘
号
を
称
さ
ず
、
そ
の
後
も
民
生
封
の
封
号
は
残
っ
て
い
っ
た
。
大
石
封
及

び
山
北
封
に
つ
い
て
は
、
保
延
三
年
(
一
＝
二
七
)
三
月
の
観
世
音
寺
封
荘
作
田
所
当
地
子
欝

玄
米
惣
勘
交
に
よ
っ
て
、
大
石
封
は
見
作
田
五
十
九
町
八
段
二
百
四
十
歩
、
山
北
封
は
同
じ
く

四
十
七
町
三
段
六
十
歩
を
有
し
、
両
封
と
も
水
田
及
び
田
地
か
ら
の
一
当
米
が
重
要
な
収
入
と

さ
れ
て
、
荘
園
化
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
、

 
'
次
に
荘
園
に
つ
い
て
み
る
と
、
延
喜
五
年
の
資
財
帳
で
は
三
ケ
所
の
荘
が
あ
る
。

 
 
転
所
章
、
合
三
二
・

 
 
 
筑
前
国
戴
処
 
 
長
尾
町
 
有
嘉
麻
郡

草
葺
屋
参
間

崖
姫
宮
五
尺
墜
茜
尺

寸
晶
簸
五
濁
鐘
茜
尺

 
 
 
 
 
 
 
 
(
伎
)

 
 
 
 
 
 
 
 
杷
枝
庄
有
上
座
郡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
申
略
)

 
 
筑
後
国
壱
慮

 
 
 
 
 
 
 
 
生
葉
庄
，
有
生
葉
郡
、

と
見
え
、
荘
が
ま
だ
本
来
の
建
物
、
倉
庫
の
意
味
を
残
し
た
記
載
が
あ
る
。
こ
の
他
に
薗
圃
地

章
、
山
章
が
掲
げ
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ち
に
荘
園
と
な
る
。
杷
伎
野
、
加
駄
野
、
山
鹿
東
山

な
ど
で
後
の
杷
伎
荘
、
加
駄
荘
、
山
鹿
荘
で
あ
る
。
こ
と
ビ
杷
伎
荘
は
永
柞
二
年
頃
か
ら
寺
家

の
支
配
下
に
入
り
、
保
延
二
年
に
は
見
作
田
五
十
一
町
五
段
百
八
十
歩
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

 
観
世
音
寺
の
荘
園
は
延
喜
五
年
か
ら
以
後
も
増
加
し
、
延
喜
十
年
に
は
本
田
三
十
一
町
余
の
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肥
前
国
中
津
恥
く
杵
嶋
郡
)
が
大
宰
権
帥
在
原
友
子
に
よ
り
、
ま
た
天
慶
三
年
四
月
に
は
、
笠

門
々
子
に
よ
「
て
筑
前
国
高
田
荘
(
穂
波
郡
)
が
寄
進
さ
れ
た
.
 
高
田
荘
は
家
地
一
院
、
淋
一

町
、
治
田
十
一
町
九
段
百
歩
か
ら
成
る
荘
園
で
あ
る
。
ま
た
治
安
二
年
(
一
〇
二
二
)
筑
前
国

上
座
郡
黒
嶋
荘
が
立
券
さ
れ
た
っ
十
九
町
九
段
の
一
円
地
に
近
い
荘
園
で
あ
っ
た
が
、
大
治
二

年
置
＝
二
七
)
十
四
町
一
段
、
保
延
三
年
(
一
一
三
七
)
五
町
二
段
余
と
後
退
の
一
途
を
た

ど
り
、
つ
い
に
消
滅
す
る
。
こ
の
他
に
成
立
は
不
明
だ
が
、
筑
前
国
船
越
荘
が
あ
る
。
二
十
七

町
八
段
余
の
見
作
田
(
保
延
三
年
)
を
有
し
た
。
以
上
が
草
創
か
ら
寺
領
確
立
ま
で
の
観
世
音

寺
領
の
概
観
で
あ
る
。

 
 
.
 
東
大
寺
の
末
寺
ど
な
る
。

 
荘
園
に
お
け
る
年
貢
輸
送
葱
見
る
上
で
、
観
世
音
寺
が
東
大
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
こ
と
は
、
重

要
な
意
義
を
も
つ
事
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
世
音
寺
が
寺
領
か
ら
年
貢
を
運
上
さ
せ
た
こ

と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
.
 
い
か
な
る
方
法
で
、
ま
た
い
か
な
る
経
路
で
同
じ
九
州
と
い

う
地
域
内
に
あ
っ
た
観
世
音
寺
ま
で
送
ら
れ
た
か
を
知
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
東
大
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
段
階
で
は
、
本
寺
へ
年
貢
を
運
漕
し
た
た
め
に
荘
園
と
水
運
の
関

係
が
明
瞭
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
東
大
寺
に
多
く
史
料
が
残
さ
れ
た
関
係
も
あ
る
が
、
荘

園
の
存
在
価
値
が
や
は
り
年
貢
米
の
収
取
に
あ
っ
た
か
ら
、
東
大
寺
へ
の
運
上
と
い
ヶ
新
し
い

動
き
の
開
始
が
観
世
音
寺
領
荘
園
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
観
世
音
寺
は
造
営
の
開
始
と
と
も
に
、
大
き
な
富
強
的
基
盤
を
有
し
て
九
州
随
一
の
大
寺
へ

成
長
す
る
。
天
平
三
年
(
七
三
一
)
三
月
に
伎
楽
具
が
朝
廷
よ
り
施
入
さ
れ
、
観
世
音
寺
の
落

慶
供
養
が
窺
わ
れ
て
よ
り
、
天
平
宝
字
五
年
(
七
六
一
)
に
は
西
海
道
諸
国
の
戒
壇
と
な
る
な

ど
高
い
地
位
を
占
め
て
、
東
大
寺
と
並
び
そ
の
威
容
を
誇
る
に
至
っ
た
。
寺
領
も
増
加
し
、
大

宰
府
の
権
威
に
外
心
さ
れ
て
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
康
平
七
年
(
一
〇
六
四
)
、
初
め
て
火
災

に
見
舞
わ
れ
そ
の
堂
塔
を
焼
失
す
る
に
至
る
。
こ
の
超
群
で
は
大
宰
府
の
保
護
下
に
、
管
内
諸

国
の
造
営
負
担
が
な
さ
れ
て
旧
観
を
回
復
し
た
。
そ
の
後
康
治
二
年
(
一
一
四
三
)
再
び
焼
亡

し
、
食
堂
、
廻
廊
三
十
三
間
を
失
っ
た
。
こ
の
復
興
修
理
の
計
画
は
久
安
三
年
(
一
一
四
七
)

の
許
色
注
文
の
作
製
の
み
に
終
っ
て
お
り
、
つ
い
に
復
興
は
成
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
は
、

大
宰
府
の
威
令
も
す
で
に
行
わ
れ
な
く
な
り
、
管
内
諸
国
に
は
荘
園
が
濫
立
し
、
律
令
体
制
は

崩
壊
に
瀕
し
て
い
た
か
ら
、
観
世
音
寺
の
よ
う
に
大
宰
府
の
外
護
に
の
み
依
存
し
き
っ
て
い
た

寺
院
は
こ
う
し
た
大
勢
に
抗
し
き
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
大
宰
府
の
保
護

の
も
と
に
発
展
し
た
安
楽
寺
(
太
宰
府
天
満
宮
)
は
む
し
ろ
、
こ
の
時
期
に
は
大
宰
府
に
対
抗

の
姿
勢
さ
え
見
せ
て
お
り
、
観
世
音
寺
領
の
侵
略
も
あ
え
て
辞
さ
な
か
っ
た
。
観
世
音
寺
は
当

時
す
で
に
東
大
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
、
寺
領
荘
園
か
ら
の
年
貢
を
大
半
、
本
寺
に
収
取
さ
れ
て

い
た
か
ら
そ
の
点
で
も
独
力
で
回
復
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

 
観
世
音
寺
が
東
大
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
年
代
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
す
で
に
治
暦

年
間
(
一
〇
六
五
～
六
八
)
頃
か
ら
東
大
寺
と
の
関
係
が
断
続
的
で
は
あ
る
が
生
じ
て
い
た
。

康
和
二
年
(
＝
○
○
)
に
東
大
寺
側
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
末
寺
と
称
さ
れ
る

け
れ
ど
も
、
明
確
に
末
寺
と
な
っ
た
の
は
、
保
安
元
年
(
一
一
二
〇
)
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

年
六
月
二
十
八
日
、
観
世
音
寺
は
寺
領
に
関
す
る
す
べ
て
の
文
書
を
案
文
に
し
て
本
寺
に
進
上

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
世
音
寺
は
寺
領
支
配
の
権
限
も
東
大
寺
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

 
東
大
寺
が
観
世
音
寺
を
末
寺
に
組
入
れ
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
地
方
寺
院
と
し
て
上
述
の
よ

う
に
数
多
く
の
寺
領
を
所
有
し
た
こ
と
に
あ
る
。
一
方
、
観
世
音
寺
に
は
東
大
寺
の
勢
力
を
も

っ
て
、
寺
勢
を
再
興
す
る
意
識
が
働
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
寺
領
の
地
域
的
特
質
は

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
対
外
貿
易
の
拠
点
と
な
り
え
た
こ
と
も
東
大
寺
の
攻
勢
が
な
さ
れ
た
一

因
で
も
あ
る
。
し
か
し
結
果
的
に
は
観
世
音
寺
は
東
大
寺
の
三
潴
的
対
象
と
化
し
て
し
ま
い
、

観
世
音
寺
領
の
年
貢
は
、
寺
家
語
用
-
観
世
音
寺
で
使
用
す
る
諸
費
用
-
-
を
除
き
本
寺
へ

と
輸
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 
 
遠
賀
川
流
域
の
観
世
音
寺
領

 
遠
賀
川
流
域
に
成
立
し
た
観
世
音
寺
領
は
、
上
述
の
各
地
の
う
ち
、
碓
井
封
、
儒
生
封
、
山

鹿
荘
、
長
尾
荘
、
高
田
荘
が
あ
る
℃
し
か
し
、
長
尾
、
高
田
に
関
し
て
は
史
料
的
所
見
も
少

く
、
年
貢
米
運
上
に
関
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

 
碓
井
、
粟
生
、
山
鹿
の
二
封
一
荘
が
観
世
音
寺
領
の
申
で
占
め
る
位
置
は
、
前
述
の
「
観
世

音
寺
史
」
 
(
竹
内
論
文
)
に
掲
載
さ
れ
た
虫
封
四
荘
に
関
す
る
平
安
末
期
の
資
料
に
よ
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
冊
封
一
荘
は
他
の
封
荘
に
比
べ
て
、
定
置
か
ら
見
納
米
に
到

る
ま
で
そ
の
数
値
は
圧
倒
的
に
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
観
世
音
寺
領
の
中
で
も
、
金
生
を
始

め
と
す
る
遠
賀
川
流
域
の
荘
園
は
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
1
、
碓
 
井
 
封

 
 
 
碓
井
封
の
沿
革

 
碓
井
封
の
初
見
は
延
喜
五
年
の
観
世
音
寺
資
財
帳
の
記
載
で
あ
り
、
筑
前
国
嘉
麻
郡
碓
井
郷

の
封
戸
五
十
燗
が
朱
鳥
元
年
の
混
入
封
戸
に
一
致
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
資
財
帳
に
よ

Res.  Rep.  of Ube Tech.  Coll. ， No. 20 March.  1sc5



、

と 。水「層荘園荘. 17

れ
ば
他
に
和
銅
四
年
(
七
＝
)
十
月
廿
五
日
の
符
に
よ
り
寒
入
さ
れ
た
寺
田
が
見
え
る
。
嘉

麻
郡
に
熟
囮
が
六
町
四
段
、
」
墾
田
が
四
町
八
段
八
十
六
歩
で
、
坪
付
け
に
よ
れ
ば
、
ま
だ
、
円

田
の
形
態
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。
長
和
三
年
(
一
〇
一
四
)
二
月
十
九
日
の
筑
前
国
符
案
に

よ
れ
ば
、
長
保
六
年
(
一
〇
〇
四
)
、
碓
井
羽
田
百
六
十
一
町
四
段
二
百
八
十
二
歩
を
相
博
し

て
円
田
と
し
(
府
、
国
使
の
不
入
を
申
請
し
て
許
さ
れ
、
長
和
三
年
、
重
ね
て
検
字
使
の
入
勘

・
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
荘
園
と
し
て
四
韻
が
定
ま
っ
た
ら
し
い
。
碓
井
の
四
至
は

・
㍉
東
天
五
里
堺
井
大
海
、
南
限
□
岡
井
小
峯
山
際
、
西
限
八
王
子
岳
三
際
、
北
限
北
郷
堺
」
と

あ
う
て
、
封
田
の
坪
付
は
条
里
制
の
施
行
さ
れ
た
こ
の
地
の
五
・
六
・
雄
図
(
.
 
条
)
の
三
・
四

」
五
里
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
こ
の
時
点
で
封
戸
が
荘
園
と
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
同
じ

く
延
久
四
年
(
一
〇
七
二
)
六
月
十
一
日
の
筑
前
国
憲
案
は
、
こ
の
よ
う
に
開
墾
が
進
み
一
層

の
増
田
を
み
た
碓
井
封
田
が
惑
ら
に
勘
出
田
と
し
て
お
よ
そ
十
七
町
百
二
十
歩
の
収
公
を
伝
え

て
お
り
、
や
が
て
寺
の
申
請
に
よ
っ
て
封
田
と
公
田
の
悪
癖
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
荘
園
荊
蟹

令
の
出
さ
れ
た
延
久
元
年
(
一
〇
六
九
)
の
筑
前
国
嘉
麻
郡
司
解
案
に
よ
れ
ば
、
，
嘉
麻
郡
司
が

碓
井
封
凪
の
現
作
荒
田
を
勘
録
し
注
進
し
た
こ
と
を
記
載
し
、
百
五
十
一
町
二
百
三
歩
に
つ
い

で
(
見
作
荒
田
ど
そ
の
坪
付
を
記
し
て
い
る
。
す
で
に
封
戸
か
ら
荘
園
に
移
行
し
、
荘
園
整
理
令

罫
象
ど
な
ぞ
取
扱
わ
れ
て
い
る
・
と
乞
が
長
和
三
年
の
田
子
と
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
変
化

が
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
十
町
余
り
も
減
少
し
て
い
る
の
は
、
開
墾
が
進
ん
だ
と
い
う
延
久
四
年

の
史
料
と
比
し
て
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
荘
園
整
理
令
の
対
策
と
し
て
こ
う
し
た
報
告
が
な

ざ
れ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
は
荘
園
的
な
発
展
を
と
げ
つ
つ
あ
り
、
四
至
内
の

開
発
に
と
ど
ま
ら
ず
近
隣
の
荘
園
領
主
と
の
対
立
抗
争
も
行
わ
れ
た
。
と
く
に
碓
井
の
西
に
堺

を
接
し
て
安
楽
寺
領
の
土
師
荘
が
あ
り
」
観
世
音
寺
と
安
楽
寺
の
対
立
が
起
っ
た
。
こ
れ
は
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ω

し
ろ
安
楽
寺
の
他
領
侵
略
の
面
が
強
く
窺
わ
れ
る
の
だ
が
、
永
長
二
年
(
一
〇
九
七
)
の
大
宰

府
政
所
懸
案
に
よ
れ
ば
、
，
同
年
六
月
廿
二
日
，
.
 
安
楽
寺
の
所
司
に
ひ
き
い
ら
れ
た
神
人
数
人
が

碓
井
封
山
口
造
寺
村
に
入
っ
て
、
村
内
の
三
盛
直
を
徴
収
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
観

世
音
寺
は
山
口
造
寺
村
が
碓
井
場
内
で
あ
る
こ
と
で
こ
れ
を
大
宰
府
政
所
に
訴
え
た
事
件
で
あ

る
。
・
翌
日
に
は
安
楽
寺
使
の
押
取
っ
た
人
馬
の
注
進
が
な
さ
れ
た
が
、
.
 
す
で
に
前
年
八
月
頃
よ

り
蜜
楽
寺
と
の
問
に
争
い
が
起
っ
て
い
ん
。
ご
の
事
件
に
端
を
発
し
た
観
世
音
寺
と
安
楽
寺
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
o

相
論
は
翌
承
徳
二
年
ま
で
続
い
た
。
.
 
.
 
こ
の
問
に
安
楽
寺
の
反
駁
と
山
口
造
寺
村
乱
入
が
行
わ
れ

た
。
安
楽
寺
は
封
民
を
陵
遇
し
た
こ
と
の
無
実
を
主
張
し
、
山
口
村
は
宮
寺
御
領
と
し
て
す
で

に
年
序
を
経
た
と
称
し
、
一
方
観
世
音
寺
は
同
村
は
封
内
で
あ
る
上
、
年
久
し
い
寺
領
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
こ
の
事
件
の
落
着
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
山
口
村
が
い
ず
れ
に
帰
属
し
た

か
も
証
す
べ
き
史
料
を
欠
く
。
翌
承
徳
二
年
(
一
〇
九
八
)
に
も
再
び
こ
れ
と
似
た
事
件
が
起

っ
て
い
餉
・
と
の
相
論
の
中
で
・
観
世
音
寺
は
封
民
に
つ
い
て
「
当
寺
封
是
黙
止
官
封
戸
二
百

姻
之
内
寺
人
也
」
と
称
し
て
、
古
来
の
封
戸
の
観
念
か
ら
身
内
農
民
を
即
誰
人
と
見
倣
す
主
張

を
行
っ
て
い
る
が
、
結
局
、
安
楽
寺
に
之
っ
て
は
宮
寺
(
天
満
宮
安
楽
寺
の
意
)
領
「
碓
井

領
」
で
し
か
な
く
、
た
と
い
碓
井
封
の
四
町
内
で
あ
っ
て
も
、
現
実
に
長
年
に
わ
た
っ
て
支
配

を
続
け
て
き
た
こ
と
を
根
拠
に
、
 
「
封
」
や
そ
の
農
民
を
「
族
人
」
と
称
す
る
こ
と
も
観
世
音

寺
の
方
便
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
碓
井
封
の
封
戸
た
る
本
質
は
も
は
や
失
な
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
上
述
の
よ
う
に
、
延
喜
以
来
の
沿
革
が
見
ら
れ
る
碓
井
封
は
、
現
在
の
福
岡
県
嘉
穂
郡
碓
井
月

町
卜
定
で
き
る
。
ま
た
前
に
あ
げ
餌
料
の
な
か
に
も
明
記
さ
れ
る
が
、
明
ら
か
な
条
里
制
鵯

に
の
っ
た
土
地
の
上
に
展
開
し
た
。
鏡
山
猛
氏
の
手
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
た
碓
井
の
条
里
を
全
5
0

 
 
 
 
 
ゆ
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
 

体
的
に
見
る
と
、
大
林
嘉
麻
川
と
千
手
川
の
合
流
点
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
川
に
沿
っ
て
織
田
が
昭

ひ
ら
け
て
い
た
こ
と
が
わ
わ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
封
戸
の
拡
が
り
は
条
里
の
上
に
則
っ
た
も
の
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

で
あ
っ
て
、
碓
井
封
の
全
容
は
、
既
に
述
べ
た
釣
餌
と
こ
の
条
里
と
を
一
体
化
し
て
初
め
て
具
鯉

体
的
に
把
握
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
灘

 
碓
井
封
の
地
形
的
特
色
は
、
ま
ず
こ
の
両
河
川
が
封
の
中
心
を
理
れ
て
水
利
と
舟
運
に
す
こ
磯

ぶ
る
便
利
な
土
地
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
民
田
の
東
方
に
は
「
大
海
」
と
称
す
る
池
が
轍

あ
っ
た
が
、
現
在
も
大
き
な
窪
地
(
湿
地
)
と
し
て
残
二
、
お
り
、
潅
慨
と
と
も
に
舟
運
に
も
鮒

利
用
さ
れ
た
こ
と
も
想
豫
さ
れ
る
。
南
方
は
ゆ
る
や
か
な
山
地
を
な
し
て
そ
の
山
裾
は
北
の
平
購

野
部
に
向
っ
て
の
び
・
と
く
に
・
千
手
川
と
嘉
麻
川
に
は
さ
ま
れ
た
碓
井
の
中
心
に
南
北
の
丘
疎

宝
地
婁
形
成
・
洪
水
を
避
け
套
と
の
出
来
る
こ
の
丘
陵
が
現
在
の
臼
井
の
集
落
地
で
あ
螂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

り
、
ま
た
古
来
の
富
民
の
住
居
地
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
地
形
を
背
景
に
荘
園
経
営
が
な
さ

れ
ま
た
川
舟
の
運
行
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
近
世
に
お
い
て
、
こ
の
地
は
秋
月
藩
領
と
な
っ
た
が
、
年
貢
米
を
納
め
る
藩
の
倉
が
碓
井
町

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑯

上
臼
井
の
八
反
田
に
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
倉
か
ら
黒
崎
(
北
九
州
市
八
幡
区
)
と
豊
前
大
里

(
北
九
州
市
門
司
区
)
の
秋
月
藩
倉
屋
敷
へ
運
搬
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
川
舟
に
よ
る
運
送
で
あ

っ
た
。
八
反
田
は
嘉
麻
川
に
沿
う
現
在
の
同
町
西
郷
付
近
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
'
荘
園
の
時
代

に
お
け
る
年
貢
米
輸
送
に
つ
い
て
は
、
.
 
そ
の
舟
運
の
具
体
的
様
相
を
徴
す
べ
き
史
料
は
見
ら
れ

な
い
が
、
「
.
 
近
世
の
そ
れ
か
ら
類
推
し
て
、
.
 
碓
井
封
の
舟
運
も
大
体
似
た
も
の
と
老
え
て
よ
い
だ

「
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ろ
う
。

 
 
 
碓
井
封
の
年
貢
輸
送

 
保
安
元
年
(
一
一
二
一
)
、
観
世
音
寺
が
完
全
に
東
大
寺
の
末
寺
と
化
す
る
に
及
ん
で
、
年

貢
輸
送
の
主
体
は
東
大
寺
へ
の
年
貢
輸
送
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
畿
内
の
大
寺
社
領
主
一
東
大

寺
へ
年
貢
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
碓
井
封
か
ら
の
年
貢
運
漕
の
実
態
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
、
観
世
音
寺
へ
何
が
ど
の
位
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
方
法

で
運
上
さ
れ
た
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
封
内
に
山
月
造
寺
村
な
ど
が
存
在
し
た
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
造
営
に
関
す
る
木
材
な
ど
も
運
搬
さ
.
 
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
物
資
が
と
て
も

穂
波
郡
を
経
て
米
の
山
峠
を
こ
え
る
官
道
(
田
河
道
)
を
通
過
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か

ら
、
や
は
り
千
手
川
か
嘉
麻
川
を
下
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

 
碓
井
封
の
年
貢
運
送
の
関
係
史
料
は
大
治
五
年
(
一
一
三
〇
)
十
一
月
が
初
見
で
あ
る
。
以

後
、
年
貢
運
送
の
実
態
は
断
片
的
で
不
明
な
時
期
が
多
い
が
、
暦
応
四
年
(
一
三
四
一
)
五
月

ま
で
史
料
的
所
見
が
あ
る
。

 
碓
井
封
の
年
貢
高
が
ど
の
位
あ
っ
た
か
を
示
す
史
料
は
な
い
。
大
治
四
年
七
月
の
観
世
音
寺

 
 
 
 
㈹

封
荘
惣
勘
文
は
、
こ
れ
を
算
出
す
る
の
に
適
当
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
は
首
部
を
欠
い
て
、
定

田
三
百
七
十
二
町
七
段
二
百
八
十
歩
、
所
当
米
二
干
四
十
団
七
斗
三
合
、
運
上
米
干
五
百
十
八

石
二
升
五
合
等
と
記
載
し
て
い
る
。
本
文
中
に
「
碓
井
御
宮
分
」
、
「
湿
生
御
封
分
」
と
そ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
晦

封
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
こ
の
文
書
が
ご
封
分
の
も
の
で
あ
る
と
は
断
定
し
難
い
。
何
故
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑯

ら
ば
、
こ
の
定
田
数
か
ら
、
金
生
封
の
大
治
四
年
の
定
田
数
百
二
十
四
町
七
段
大
を
差
引
い
て

も
、
碓
井
封
定
田
数
は
二
百
五
十
八
町
四
十
歩
と
な
っ
て
、
碓
井
封
田
の
定
田
と
し
て
考
え
る

に
は
な
お
過
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
大
治
四
年
七
月
の
惣
勘
文
は
四
封
四
荘
の
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
働

と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。
而
し
て
「
筑
前
国
観
世
音
寺
史
」
に
作
成
さ
れ
た
表
に
よ
っ
て

碓
井
封
と
山
鹿
荘
の
合
計
定
呼
数
と
し
て
逆
算
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
合
計
惣
田

数
は
百
七
十
七
町
二
百
ご
十
歩
と
な
り
、
同
様
の
計
算
で
碓
井
封
と
山
鹿
荘
を
合
わ
せ
た
見
納

米
は
七
百
五
十
五
石
四
斗
七
合
と
な
る
。
こ
れ
が
厳
密
な
も
の
で
は
な
く
推
定
的
な
数
値
で
あ

る
と
い
う
条
件
を
考
え
な
が
ら
、
碓
井
封
の
年
貢
輸
送
の
参
考
と
し
た
い
。

 
さ
て
碓
井
封
の
年
貢
米
輸
送
は
大
治
五
年
(
一
＝
二
〇
)
十
一
月
五
日
が
初
見
で
あ
る
が
、

平
安
末
、
東
大
寺
末
寺
と
な
っ
て
か
ら
の
、
観
世
音
寺
領
荘
園
の
年
貢
送
文
は
大
体
に
お
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑳

同
じ
形
式
な
の
で
こ
れ
を
掲
げ
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

晃
肺
三
ヨ
ト
f

若
｛
・
バ
ー
皿
一
｝
、

 
 
 
 
 
ぬ
ナ
キ
 

 
 
注
進
本
寺
御
年
貢
米
運
上
勘
文
事

 
 
 
 
 
 
(
六
)
 
(
九
)

 
 
 
陸
田
百
拾
陸
斜
一
斗

 
 
 
 
正
米
百
五
十
石

 
 
 
 
雑
用
六
十
六
石
目
斗

 
 
 
 
 
十
石
五
斗
 
 
 
船
賃
料

 
 
 
 
 
三
斗
 
 
 
 
船
祭
料

 
 
 
 
 
三
斗
 
 
 
 
 
奴
祭
料

 
 
 
 
 
七
石
八
斗
 
 
 
梶
取
功
食
料

 
 
 
 
 
三
七
石
 
 
 
 
水
手
九
人
功
食
料

 
 
 
 
 
六
石
 
 
 
 
欠
料

 
 
 
 
 
一
週
掛
斗
 
 
 
平
駄
賃
料

 
 
 
 
 
七
石
五
斗
 
 
 
本
賃
料

 
 
 
 
 
一
石
 
 
 
 
兵
士
糠
料

 
 
 
 
 
五
石
 
 
 
 
国
津
川
下
賃
料

 
 
 
 
凡
絹
四
十
五
疋
 
水
手
型
物
料

右
辺
御
年
貢
米
、
、
碓
井
御
門
進
贋
者
、
三
叉
取
応
安
運
上
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
維
脱
力

 
 
大
治
五
年
十
一
月
五
日
 
二
瀬
那
法
師
(
花
押
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
都
維
那
朝
儀
師

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
権
寺
主
大
法
肺
(
花
押
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寺
主
従
儀
師
(
花
押
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
権
上
座
威
儀
師
(
〃
)
.
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
座
威
儀
師
(
〃
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
検
校
大
威
儀
師
(
〃
)

如
件
、

 
雑
用
は
総
運
賃
で
あ
り
、
そ
の
中
で
本
質
的
な
も
の
は
船
賃
料
と
本
賃
料
で
あ
ろ
う
。
船
祭

料
、
奴
祭
料
は
海
路
で
の
平
穏
を
祈
っ
た
、
い
わ
ば
交
通
安
全
祈
願
の
費
用
で
あ
っ
て
、
自
然
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鋤

障
害
の
多
か
っ
た
当
時
の
海
上
交
通
の
実
情
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
梶
取
功
食
料
、
水
手
功
食
料

水
手
功
食
料
は
船
の
乗
組
員
の
た
め
の
費
用
で
あ
る
。
原
料
は
運
送
中
に
減
ず
る
と
思
わ
れ
る

損
失
料
に
あ
て
ら
れ
る
べ
く
用
意
さ
れ
た
。
次
に
平
駄
賃
料
と
は
ヒ
ラ
タ
船
の
賃
料
で
あ
り
、
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こ
の
ヒ
ラ
タ
す
な
わ
論
貼
繋
の
李
な
屹
水
の
浅
い
翼
い
船
で
・
河
川
の
藩
に
用
ご

 
 
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
遠
賀
川
流
域
の
観
世
音
寺
領
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
河
川
を

  

L
せ
ず
難
旨
し
た
船
鋒
の
年
貢
四
二
転
ま
藁
大
寺
領
伊
豫
熱
も
見
ら
れ
る
.
 

 
 
国
津
川
下
賃
料
は
現
在
の
遠
賀
川
下
り
の
運
送
賃
か
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
が
遠
賀
川
の
舟
賃
と

 
 
す
る
根
拠
は
、
第
一
に
こ
の
国
津
川
下
賃
料
は
遠
賀
川
流
域
の
観
世
音
寺
領
に
特
有
で
あ
る
こ

 
 
と
。
第
二
に
下
り
賃
料
で
あ
る
か
ら
に
河
川
を
下
航
す
る
時
の
舟
賃
で
あ
り
、
河
川
を
下
る
場

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ

 
 
合
は
遠
賀
川
の
他
に
は
な
い
こ
と
。
第
三
に
賃
料
の
中
で
も
と
く
に
平
駄
賃
料
で
あ
っ
て
川
船

 
 
の
賃
料
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
考
え
た
。
兵
士
糠
料
は
、
梶
取
、
水
手
な
ど

 
 
と
と
も
に
同
乗
し
た
兵
士
に
付
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
兵
士
は
警
備
の
役
に
当
っ
た
と
考
え

 
 
る
。

 
 
 
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
雑
用
は
運
上
高
二
百
十
六
石
九
平
の
中
で
六
十
六
石
面

 
 
斗
を
占
め
、
実
際
に
東
大
寺
に
は
百
五
十
石
が
納
入
さ
れ
た
。
雑
用
は
正
米
高
百
五
十
石
の
四

運
＋
四
徳
パ
パ
引
馬
ン
ト
を
占
め
㌦
こ
の
時
の
本
韓
藍
大
寺
へ
は
梶
取
子
安
が
責
薯
と
な

 
 
り
、
一
般
の
船
員
で
あ
る
水
手
九
人
を
伴
っ
て
、
大
治
五
年
十
一
月
五
日
か
ら
天
承
元
年
三
月

水
.
 

 
 
＋
九
騙
ま
で
・
百
三
＋
言
も
の
日
数
篤
し
て
年
貢
を
運
上
し
鞠
。

と
 
 
観
世
音
寺
領
の
運
上
一
文
は
こ
の
運
上
か
ら
三
十
年
後
の
永
暦
元
年
(
一
＝
ハ
○
)
三
月
筑

 
 
前
碓
井
葦
貢
送
知
と
し
て
残
る
・
平
安
時
代
の
碓
井
か
ら
の
送
文
は
前
出
の
史
料
と
加
え
て

園 
 
こ
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
年
は
七
十
三
石
臼
斗
七
升
の
う
ち
寺
家
納
入
分
五
十
石
、
雑
用
二
十

 
 
三
石
三
斗
七
升
で
、
運
賃
も
前
に
同
じ
く
四
割
五
分
を
占
め
る
。
水
手
三
人
で
あ
る
か
略
運
漕

荘 
 
高
は
一
人
に
つ
き
約
十
六
・
六
石
で
あ
っ
た
。
先
の
大
治
五
年
の
運
上
も
同
じ
比
率
で
あ
る
か

 
.
 
ら
通
常
二
十
四
石
に
一
人
宛
水
手
が
乗
船
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
梶
取
は
末
貞
な
る
人
物
で
、

 
…
送
文
の
署
名
は
権
都
那
従
儀
師
で
あ
っ
た
。

 
 
 
や
や
前
後
す
る
が
、
年
貢
上
納
に
対
す
る
東
大
寺
か
ら
の
切
符
と
し
て
、
碓
井
封
の
も
の
が

 
 
三
通
あ
る
。
・
遠
賀
川
流
域
の
も
の
は
碓
井
だ
け
に
残
存
し
て
い
る
。
天
承
二
年
(
」
＝
二
二
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

 
 
四
月
廿
歳
日
付
が
二
通
謝
っ
て
年
貢
運
送
者
で
あ
る
二
丁
、
血
紅
に
下
し
た
切
符
に
下
行
す
べ

 
 
き
石
数
が
四
十
石
と
明
示
さ
れ
る
。
こ
れ
を
一
つ
は
上
司
出
納
、
一
つ
は
下
司
出
納
の
荘
園
管

 
 
理
者
に
対
レ
・
綱
丁
梶
取
が
示
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
軸
・
同
年
の
四
月
廿
百
の
響
は
、

 
 
上
座
の
使
が
荘
園
に
下
向
し
て
、
綱
丁
、
梶
取
に
運
上
の
年
貢
米
を
受
け
取
ら
せ
た
と
解
釈
さ

19

れ
る
。
そ
し
て
こ
の
切
符
か
ら
、
年
貢
の
運
上
に
梶
取
の
み
な
ら
ず
綱
丁
も
加
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
碓
井
に
関
す
る
史
料
は
数
少
く
長
承
元
(
一
一
三
二
)
年
十
二
月
に
早
米
三
十

石
が
見
納
分
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

 
こ
れ
よ
り
以
後
、
降
っ
て
建
武
四
年
(
二
壬
二
七
)
に
、
碓
井
荘
の
年
貢
米
が
近
年
運
洛
が

な
く
な
っ
た
と
い
う
豪
の
歎
き
を
伝
え
て
い
恥
平
安
末
期
か
ら
殆
ん
ど
空
皇
近
い
讐

期
を
こ
え
て
、
南
北
朝
時
代
の
碓
井
封
の
年
貢
運
上
の
状
況
を
知
る
が
、
そ
の
寸
断
的
様
相
が

察
せ
ら
れ
よ
う
。
暦
慮
四
年
(
＝
二
四
一
)
五
月
廿
四
日
の
碓
井
封
梶
取
二
王
丸
起
請
文
は
碓

井
封
の
年
貢
米
運
上
の
実
状
を
示
す
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
暦
応
四
年
の
碓
井
封
年
貢

米
を
便
船
二
隻
に
レ
て
運
上
の
と
こ
ろ
、
先
に
発
っ
た
船
は
舞
州
で
海
賊
に
あ
い
、
樺
島
沖
で

合
戦
の
回
申
大
雨
が
降
っ
て
米
五
十
余
俵
を
濡
ら
し
た
。
回
書
で
売
却
し
た
が
俵
別
に
百
三
十

文
か
ら
百
＋
五
文
で
合
計
六
貫
七
百
六
文
が
売
却
損
と
な
っ
た
。
後
日
に
運
送
の
船
は
州
江
で
月

風
の
た
め
に
年
貢
米
三
十
石
の
う
ち
に
湿
米
、
売
減
お
よ
び
捨
米
が
出
来
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に

ら
を
起
請
し
、
湿
米
の
こ
と
は
淀
の
問
丸
孫
太
郎
に
起
請
文
を
以
て
尋
ね
、
ま
た
捨
米
の
こ
と
膨

は
二
島
(
二
島
荘
力
)
の
米
が
通
船
に
て
運
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
船
の
早
取
勢
五
入
道
が
事
和

寒
を
承
知
し
て
い
る
旨
を
上
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
碓
井
封
の
年
貢
運
上
そ
の
他
の
史
料
は
こ
昭

れ
を
境
と
し
て
・
覧
の
磐
で
は
検
出
さ
れ
な
い
.
 
 
 
 
 
縦

 
こ
の
史
料
は
淀
の
問
丸
と
そ
こ
で
の
年
貢
米
売
買
に
つ
い
て
の
史
料
と
し
て
、
す
で
に
先
学
告

の
注
目
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
碓
井
獺

の
年
貢
運
上
に
限
っ
て
述
べ
る
。
∫
梶
一
一
一
丸
に
よ
っ
て
二
度
に
分
け
て
運
上
さ
れ
た
年
貢
米
噺

悪
難
簸
華
華
の
饗
饗
酵
鉄
二
塁
製
轟

わ
せ
る
と
六
石
な
い
し
一
石
余
と
な
る
。
後
日
の
運
上
は
三
十
石
だ
か
ら
、
こ
の
七
寸
余
と
合
蝶

わ
せ
て
予
定
見
納
高
は
約
四
十
石
位
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
宿
は
当
時
で
も
郵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H
弓

三
斗
は
入
っ
た
か
ら
、
も
と
も
と
十
五
石
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
濡
れ
た
た
め
に
一
例
百
三
十
文

を
最
高
値
と
し
て
売
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
年
の
年
貢
高
は
四
十
な

い
し
四
十
五
石
以
上
は
送
り
出
さ
れ
、
結
局
、
湿
米
そ
の
他
で
二
十
六
石
と
銭
六
貫
七
百
六
文

が
寺
家
納
入
分
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
暦
応
三
年
分
の
年
貢
か
否
か
は
睨
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ

の
年
に
年
貢
運
上
が
行
わ
れ
た
と
い
う
基
本
的
事
実
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
暦
応
四
年
以

後
、
碓
井
封
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
し
た
か
は
明
確
で
は
な
い
。



'

⑳
，

良恵

バ
注
)
.
 
，

ω
、
竹
内
理
三
，
，
「
筑
前
国
観
世
音
寺
史
」
，
(
南
都
仏
教
2
号
)

・
.
 
㈲
 
・
『
続
日
本
紀
』
四
Y
元
明
天
皇
和
銅
一
一
年
戊
子
朔
、
.
 

ゴ
㈲
・
.
 
，
鏡
山
狂
「
大
宰
府
の
遺
跡
と
条
坊
」
 
(
書
辞
一
七
輯
)
、
観
世
音
寺
は
大
宰
府
の

 
、
政
庁
か
ち
東
方
二
町
め
所
に
、
方
三
町
の
広
さ
で
隅
す
な
わ
ち
大
宰
府
条
坊
の
中
で

 
は
左
郭
の
三
条
か
ち
噛
四
条
に
か
け
て
お
よ
び
五
官
か
ら
七
坊
ま
で
の
位
置
に
建
立
・

 
.
 
過
れ
距
四
㍗
∴
:
‘

ω
 
 
『
東
大
寺
文
書
』
五
、
所
収

句
、
竹
内
理
三
『
平
安
遺
文
』
五
巻

⑥
 
 
『
国
史
大
辞
典
』
巻
二
、
黒
嶋
荘
の
項
参
照
(
拙
稿
)

⑦
'
拙
稿
「
安
楽
寺
領
の
研
究
」
 
(
史
創
9
号
)
、
「
大
宰
府
安
楽
寺
の
寺
官
機
構
に
つ

 
.
 
小
ズ
」
'
(
宇
部
樹
果
研
究
報
告
6
号
)
、
 
『
大
宰
府
天
游
宮
』
 
(
学
生
社
刊
)
に
も

 
・
詳
述
し
た
。

、
⑧
，
竹
内
理
三
『
寺
領
荘
園
の
研
究
』
一
一
三
ぺ
ー
ジ

⑨
 
 
・
『
東
大
寺
文
書
』
七
、
一
二
六
ペ
ー
ジ

⑲
，
註
①
の
諸
論
考
お
よ
び
片
山
直
義
「
安
楽
寺
領
の
研
究
」
 
(
福
岡
学
芸
大
学
紀

 
.
 
要
)
、
、
小
田
富
士
雄
，
「
筑
前
安
楽
寺
史
」
 
(
九
州
史
学
1
2
号
)

⑳
 
『
平
安
遺
文
』
四
、

幽
 
 
『
平
安
遺
文
四
、
 
一
三
九
五
、
 
一
三
九
六
号
文
書
、
『
福
岡
県
史
、
』
一
巻
上
、
三

 
 
五
八
ペ
ー
ジ
に
詳
述
し
て
い
る
。

㈱
、
鏡
山
猛
「
筑
前
碓
井
卦
条
里
復
原
考
」
 
(
九
州
史
学
6
号
)

㈲
 
現
在
の
福
岡
県
嘉
穂
郡
碓
井
町
上
、
「
下
臼
井
の
集
落
に
当
り
、
て
の
台
地
に
は
封

 
'
の
鎮
守
神
で
あ
っ
た
日
吉
神
社
が
鎮
座
し
、
ま
た
実
地
踏
査
で
は
中
国
宋
代
の
青
・

 
白
磁
や
中
世
の
土
器
片
を
多
数
採
集
で
き
た
。
か
っ
て
の
荘
司
一
碓
井
氏
1
の
後
喬

 
碓
井
家
も
現
在
な
お
こ
の
地
に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
。

個
 
 
『
嘉
穂
郡
誌
』
三
〇
五
、
四
〇
三
ぺ
:
ジ
、
・
現
在
こ
σ
遺
蹟
ば
不
明
で
あ
る
。

個
 
『
平
安
遺
文
』
五
、
一
八
四
四
、

働
 
 
『
福
岡
県
史
』
一
巻
上
、
四
九
四
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
文
書
を
砥
井
封
と
金
生
来

 
 
の
脇
田
数
を
記
載
し
た
も
の
ど
解
し
「
て
い
る
。

姻
 
『
平
安
遺
文
』
五
、
一
九
一
七
、
筑
前
国
金
無
封
作
田
単
三
に
よ
る
。

㈲
 
竹
内
理
三
「
筑
前
圏
観
世
音
寺
史
」
に
作
成
さ
れ
た
表
(
八
十
三
ペ
ー
ジ
)
に
は

 
計
算
の
誤
り
が
あ
る
、
山
鹿
庄
と
碓
井
封
の
立
田
の
合
計
が
五
十
五
町
二
反
二
百
二

 
十
歩
で
は
四
季
四
庄
の
合
計
と
一
致
し
な
い
。
従
っ
て
百
七
十
余
町
の
定
田
に
対
す

 
る
七
百
六
十
余
割
の
見
納
米
は
五
十
余
呉
の
給
田
の
場
合
よ
り
不
安
が
解
消
さ
れ
る

 
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
な
お
付
言
す
れ
ば
見
納
米
の
項
で
も
計
算
違
い
が
あ
っ
た
。

⑫①

@
 
『
東
大
寺
文
書
』
五
、
三
九
一
、

圃
 
梶
取
の
功
物
料
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
別
途
支
払
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

 
あ
り
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

幽
 
西
岡
虎
之
助
『
荘
園
史
の
研
究
』
上
、
二
七
二
ペ
ー
ジ
に
説
明
が
見
ら
れ
る
が
、

 
づ
い
近
年
ま
で
遠
賀
川
で
は
石
炭
輸
送
に
利
用
さ
れ
て
い
た
川
船
で
あ
る
。
五
平
太

 
船
と
も
呼
ば
れ
各
地
に
あ
っ
た
。

㈱
 
 
『
平
安
遺
文
』
七
、
、
二
七
六
〇
、
筑
前
船
越
荘
年
貢
送
馬
状
、

⑳
 
■
『
平
安
遺
文
』
四
、
一
六
一
六
、
長
治
元
年
六
月
十
九
日
、
伊
予
国
東
大
寺
封
米

 
結
解
、

㈱
 
永
暦
元
年
三
月
の
碓
井
封
年
貢
送
文
で
は
、
国
津
川
下
平
駄
と
な
っ
て
い
る
。
国

 
津
は
も
ち
ろ
ん
律
令
制
下
の
各
国
に
お
か
れ
た
港
で
あ
る
が
、
も
し
国
津
川
が
遠
賀

 
川
と
す
れ
ば
、
芦
屋
の
港
が
国
津
に
指
定
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
推
測

 
が
で
き
る
。
筑
前
国
の
場
合
、
博
多
津
が
あ
っ
た
が
、
外
国
関
係
の
港
で
あ
る
か
ら

 
別
に
芦
屋
津
な
ど
を
国
津
と
し
て
指
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
津
に
つ
い
て
は
、

 
高
重
進
「
律
令
制
的
港
湾
の
機
能
に
つ
い
て
」
(
岡
山
史
学
)
の
論
考
が
あ
る
。

㈱
 
運
上
高
と
い
う
語
は
文
書
に
は
見
え
な
い
が
、
，
年
貢
高
と
同
義
で
あ
る
。
し
か
し

・
一
年
分
の
年
貢
高
で
は
な
い
た
め
便
宜
上
こ
の
よ
う
に
呼
び
た
い
。
運
上
高
は
正
米

 
と
雑
用
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

⑳
 
以
後
、
運
賃
の
計
算
は
正
米
分
の
雑
用
と
す
る
。
 
 
 
 
・

㈱
 
こ
の
文
書
の
端
裏
書
に
「
碓
井
解
文
天
承
元
年
三
月
十
九
日
到
来
」
と
あ
り
、
こ

 
れ
か
ら
年
貢
運
上
の
日
付
を
差
引
い
た
。
し
か
し
、
解
文
の
還
来
の
方
が
遅
い
と
も

 
考
え
ら
れ
る
。

㈱
 
西
岡
氏
は
『
荘
園
史
の
研
究
』
上
、
二
六
七
～
二
七
二
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
観
世
音

 
寺
領
の
年
貢
は
観
世
音
寺
へ
送
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
保
安
元
年
、
観
世
音
寺
が
東

.
 
大
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
か
ら
は
、
本
寺
東
大
寺
へ
年
貢
が
運
送
さ
れ
た
と
解
す
べ
き Res.  Rep.  of Ube Tech.  Coll. ， No. 20.  March， 1975



運水
キ
｝，

園
荘

 
で
あ
ろ
う
。

⑳
 
『
東
大
寺
交
書
』
五
、
四
〇
三
、

㈲
 
『
申
村
直
勝
蒐
集
古
文
書
』
四
、
五
号
、

幽
 
西
岡
氏
の
解
釈
に
よ
る
。
前
掲
書
二
七
三
ペ
ー
ジ
、

㈱
 
『
太
宰
府
史
料
』
中
世
篇
六
の
一
〇
一
〇
ペ
ー
ジ
所
収
文
書
、

圃
 
『
申
村
直
勝
蒐
集
古
文
書
』
所
収
、
『
旧
嘉
麻
穂
波
関
係
史
料
』
に
も
引
用
す
る
。

㈲
 
舞
州
、
樺
島
と
も
に
不
明
、
お
そ
ら
く
瀬
戸
内
海
と
思
わ
れ
る
が
、
新
城
常
三
氏

 
に
よ
れ
ば
樺
島
は
、
北
九
州
の
響
灘
沖
の
藍
島
か
(
『
北
九
州
』
の
、
同
氏
担
当
「

 
年
貢
輸
送
」
の
項
)
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
舞
州
は
あ
る
い
は
豊
州
か
も
知
れ
な

 
い
。

付
記
 
 
本
論
考
を
書
く
に
当
っ
て
は
、
田
中
雅
章
氏
(
福
岡
県
直
方
市
在
住
、

九
州
大
学
国
史
学
科
卒
)
に
実
地
調
査
の
同
行
、
お
よ
び
史
料
を
提
供
し
て
頂

い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
昭
和
四
＋
九
年
十
二
月
一
日
受
理
)
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